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１．はじめに 

 2017 年 10 月 25 日に，兵庫県明石市大蔵中町の

大蔵市場において強風下で火災が発生し，全焼建物

範囲の面積は約 2,000 ㎡に及んだ。火災の概要を表

1 に示す。本稿では，火災時の火の粉飛散状況を現

地で調査し，火の粉の飛散分布状況について調べた

結果を報告する。 

 

表 1 大蔵市場火災の概要（情報提供：明石市消防本部） 
覚知日時 2017 年 10 月 25 日 15 時 46 分 

鎮圧日時 2017 年 10 月 25 日 22 時 12 分 

鎮火日時 2017 年 10 月 26 日 06 時 43 分 

出 火 点 北東部分の 5 軒が連なった木造 2 階建ての建物 

被  害 全 焼：市場(2 階建木造 6 棟・計 33 軒),住宅(4 軒) 
部分焼：住宅(11 軒)      ※人的被害：なし 

出動車両 市消防本部 13 台，市消防団 10 台， 
県内消防本部 18 台，県防災ヘリコプター1 機，167 人 

 

２．調査方法 

 火の粉の飛散状況を調べるにあたって，現地で火

の粉等の燃え残り試料の採集，及び発見個所の写真

撮影・位置情報等の記録を行った。表 2 に調査の概

要を示す。 

 

表２ 火の粉の飛散状況に関する調査の概要 

調査 概要 

1 火の粉等の落下地点での燃え残り試料の採(2017/10/26～
10/28 消防庁消防研究センター・明石市消防本部実施)  
採集試料の形状計測(2018/3 神戸大学実施) 

2 火の粉飛散範囲の確認,落下地点での燃え残り試料の撮影
(2017/10/28 神戸大学実施)，現地消防本部・住民へのヒア
リング(2017/11/2神戸大学・消防庁消防研究センター実施） 

 

調査 1 にて明石市消防本部より採集された火

の粉試料は，試料毎に複数の破片に分かれている

（現場ではまとまった個体として発見され，採集

時に砕けたため）。火の粉は大きさに関わらず，

落下地点において出火のリスクが伴うため 1)，採

集時に試料の大きさに関して制限はされていな

い。調査１では表３で示す方法に基づき，各試料

の形状計測を行った（篠原ら 1）による計測手法

を参考とした）。ここでは厚み 1mm 以上で原型

を留めている破片を「個体破片」，粉上または厚

み 1mm 未満で原型を留めている燃えカス上の破

片を「燃えカス破片」と呼ぶ。調査 2 により，2

名による調査グループが図 1 に示す火災現場周

辺範囲を歩きながら燃え残り試料を探し，火の粉

飛散範囲の確認，及び，火の粉試料発見地点の写

真撮影・位置情報の記録を行った。  

表３火の粉試料の形状計測の概要 

1. 試料を構成する破片別での形状計測値 

A 破片の最大投影面積：水平な面の上に破片を最も安定する向

きに置き，その上方から破片を撮影した写真を，画像処理ソ

フトを用いて二値化し，その白と黒の割合から算出する面積。 

L 破片の最大辺長さ：上記 A で二値化された写真を用いて，破

片の形状内で計測可能な最長寸法。 

t 破片の最大厚さ t：上記 A を測定する際に破片を横から見た

時に，上下方向に位置する寸法。厚さが不均一な場合は，最

大値の部分を測定する。燃えカス破片については一律 1mm と

する。 

2. 試料全体(試料を構成する全破片を含む)の形状計測値 

m 試料の総乾燥質量：試料を105℃に保った乾燥器内で 24 時間

以上乾燥させた後，質量を電子天秤で測定することを繰り返

し，前回値との差が 0.01g 未満になった時点での質量。 

v 試料の推定総体積：試料を構成する全破片の体積の合計。各

破片の体積は，それぞれの最大投影面積 A 及び最大厚さ t よ

り算出する。 

 

３．火の粉の飛散分布範囲の調査結果 

 図１に火災発生時の風速・風向状況，図２～３に

火の粉の飛散分布範囲を示す。 

現地調査で発見された火の粉等燃え残りの落下地

点（調査 1 で 15 ヵ所，調査 2 で 83 ヵ所）に基づき，

確認された飛火飛散範囲は約 21,800 m²である（南

北約 250 m・東西約 150 m，全焼範囲約 2,000 m²

含む）。 

火災覚知時刻近傍の最大瞬間風速・風向は北東

10.3m/s（15 時 40 分）～北北東 13.5m/s（16 時 10

分），火災鎮圧時刻までの風向割合は北・北東 82%，

北・北西 15%であり，火の粉飛散範囲は風向きに沿

って南西方向へ広がる傾向が確認された。 

また市場南側の道路と民家を隔て約 30 m 離れた

住宅地において，飛び火に伴う出火により全焼とな

った民家が 1 軒ある。この民家から南西約 20m 先に

6 階建ての集合住宅があり，火の粉はこの建物を超

えて南側に位置する沿岸部まで到達していることが

確認された（図３）。 
 

 

図１ 気象庁明石市観測地点による風速・風向 

火災覚知～鎮圧 
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図２ 東側から見る火の粉飛散範囲 

 

 

図３ 火の粉の飛散分布範囲 

 

４．火の粉試料の計測結果 

 表４に火災現場周辺で採集された火の粉の燃え残

り試料 S01～S15 の飛散距離，個体破片数，総乾燥

質量 m，推定総体積 d，及び，推定総密度，並びに

試料毎での最大体積破片の推定体積 v，面積 A，厚

み t 及び最大辺長 L の計測結果を示す。 

試料毎の破片の性状としては，おおむね炭化した

木片であり，一部においては焦げた木片（試料 S03, 

S09，S10）や金属（試料 S07，約 15mm の釘）を

含む。 

採集された試料の内，大蔵市場北側入口を起点と

して計測された飛散距離の最大値は 197m（試料

S07, 総乾燥質量m = 5.60g）であり，この試料は，

沿岸部に位置する大蔵海岸公園内の歩道付近で採集

されたものである。 

総乾燥質量 m として計測された最大値は 44.93g 

（試料 S03）であり，この試料は，飛び火で全焼と

なった住宅の北西道路上で採集されたものである

（図４）。 

採集された試料 S01～S15 の飛散の距離や方向に

対して，各種形状計測値が影響すると考えられる傾

向は確認されなかった。 

表４ 採集された火の粉試料の形状 

試料 

※1 

飛散 
距離 
m 

※２ 
個体 
破片数 
(性状) 

試料全体 
(全破片含む) 

最大体積破片 

m 
総乾燥 
質量 

g 

d 
推定 
総体積 
cm³ 

推定 
総密度 
g/cm³ 

v 
推定 
体積 
cm³ 

A 
面積 
mm² 

t 
厚み 
mm 

L 
最大 
辺長 
mm 

S01 89 4(A) 0.22 4.5 0.05 3.6 384.0 9.3 31.3 
S02 104 4(A) 1.87 31.9 0.06 12.3 962.6 12.8 42.9 
S03 112 22(A,B) 44.93 241.4 0.19 161.0 12671.6 12.7 147.5 
S04 131 8(A) 0.99 22.5 0.04 13.1 1356.6 9.6 63.3 
S05 142 6(A) 2.09 35.0 0.06 9.6 944.9 10.1 42.5 
S06 156 7(A) 2.40 32.9 0.07 10.4 967.9 10.7 48.1 
S07 197 16(A,C) 5.60 105.0 0.05 23.7 1709.5 13.9 70.2 
S08 143 3(A) 2.85 34.2 0.08 15.8 1711.6 9.2 55.5 
S09 127 12(A,B) 6.31 57.4 0.11 15.8 1145.5 13.8 49.0 
S10 151 3(A,B) 1.66 15.5 0.11 6.8 3561.1 1.9 85.5 
S11 149 8(A) 3.22 46.5 0.07 16.8 1943.0 8.6 67.9 
S12 136 2(A) 1.86 12.1 0.15 5.7 1862.9 3.1 59.3 
S13 118 1(A) 0.14 2.4 0.06 2.4 283.4 8.6 21.9 
S14 109 1(A) 1.21 13.0 0.09 12.9 1262.2 10.2 59.2 
S15 152 5(A) 0.77 13.1 0.06 8.7 1071.0 8.1 56.9 

※1起点:大蔵市場北側入口とする.※２A:炭化した木片,B：焦げた木片,C：金属 

 

 

 

 

 

図４ 採集された火の粉試料の例（試料S03の破片） 
  

５．まとめ 

本調査では，2017 年 10 月 25 日に発生した兵庫

県明石市の大蔵市場の火災に伴う火の粉の飛散状況

を現地で調査し，火の粉試料の飛散分布範囲や採集

された試料の形状を把握した。 

飛散範囲は火災時の風向に沿って南西方向へ広が

り，市場の南側に位置する 6 階建ての集合住宅を超

えて沿岸部まで到達した。 

沿岸部付近には建物が少ないが，仮に火の粉落下

地点に木造住宅が位置していた場合，火災延焼の拡

大が懸念される状況にあったと考えられる。 
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